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1 本論文の概要 

本論文は、「真理」という性質の哲学的解明を目指したものである。すなわち、何かが〈真であ

る〉ということはそもそもどういうことであるか、〈真である〉ということが何に存しているかを明らかに

することが本論文の目的となる。 

この問いに取り組むにあたって、須田氏は、真理述語・真理概念・真理性質を区別した上で、論

者間で見解の相違が比較的大きい真理性質に焦点化して議論を進める。真理性質に関する見

解としては、大別すると、対応説やプラグマティズム説など何らかの本性や実質的機能を認めるイ

ンフレ主義陣営と、そうした本性や実質的機能を認めないデフレ主義陣営とが対立している。須

田氏は、真理に関するデフレ主義のコアを取り出した上で、それをどのような仕方で阻却するかに

応じてインフレ主義の擁護戦略を網羅的に分類し、その是非を一つ一つ検討していく。具体的に

は、単一の真理実現性質を想定する一元主義に定位する擁護戦略、言説ごとに異なる真理実現

性質を認める多元主義に定位する擁護戦略、真理がはたす規範的機能の観点からインフレ主義

を擁護する戦略などが取り上げられ、最終的には、最後の路線においてメタ認識論の議論を参照

して展開される〈機能主義的ミニマルインフレ主義〉のみが説得的なものとして擁護される。本論文

最終章では、この立場に対する想定反論への応答が試みられるとともに、この立場の限界とそれ

を乗り越えるための展望について述べられている。 

 

2 本論文の成果と問題点 

本論文は、真理という大きな主題に正面から取り組むと同時に、この主題に関する現代的な議

論のほぼ全てを網羅的に扱った上で自説を打ち出すという、大変意欲的なものとなっている。先

行研究の蓄積の豊富さもあって、本論文で展開される個々の論証は複雑なものとならざるを得な

いが、アジェンダ設定が階層的に整理されていること、および須田氏の論述が明晰であることか

ら、本論文は全体として見通しのよいものとなっている。また、本論文においてインフレ主義が擁

護される際の構成は、その挙証責任のハードルを高く上げた上で、実際にそれを達成して見せ



る、というものになっており、その議論の仕方からは須田氏の力量と学術的誠実さを窺うことができ

る。 

本論文の内容上の成果は以下の 3点にまとめることができる。 

第 1に、真理論における錯綜した論争状況を整理するためのフレームワークが的確に整備され

ている点が挙げられる。たとえば、先行研究の中には真理述語・真理概念・真理性質の区別を曖

昧にしてしまったことで妥当でない議論になっているものがしばしば見られるが、本論文はこの区

別を明確にすることでそうした混乱を避けることに成功している。加えて、真理論の議論において

頻出するインフレ主義／デフレ主義、対応説／整合説／プラグマティズム説、一元論／多元論と

いった多様な立場が明確に規定されているだけでなく、それらの間の相互関係が手際よく整理さ

れている点にも本論文の卓越性をみてとることができる。本論文のこうした概念整理は今後の真理

論研究においても参照されるべき有益なものだと言える。 

第 2に、須田氏が「本性的説明役割アプローチ」と呼ぶインフレ主義擁護戦略を検討する中

で、真理論と認識論（およびメタ認識論）という二つの哲学領域を有機的に接合してみせた点も評

価に値する。本論文の第 II部第 4章以降においてこのアプローチの是非が検討される際、須田

氏は、認識論の領域において展開されている様々な議論を援用しつつ真理論上の諸立場の是

非を検討しているが、このことによって上記二つの哲学領域の間に従来にはなかった接点がいく

つも見いだされている。これは須田氏の視野の広さと文献調査能力の高さを示すものであるととも

に、両領域を関連づけながら議論する可能性を関連分野の研究者に拓いたという点でも優れた

貢献とみなすことができる。 

第 3に、真理論という領域において実質的な主張を展開してみせたという点それ自体を挙げる

ことができる。須田氏が最終的に支持するのは〈機能主義的ミニマルインフレ主義〉という路線であ

り、同氏はこの路線を整理する詳細な論証を提示しているが、そこに至るまでのプロセスにおいて

は既存の立場のほとんど全てを批判的に取り上げ、それがどういう理由でうまくいかないかについ

ても詳細に論じている。須田氏の議論の成否については研究者共同体の内部での評価を待つこ

とになるが、いずれにしても専門研究者たちの間での真剣な検討に値する水準の議論が提示さ

れていることは否定し難く、真理論に関して何らかの立場を支持する者であればこの須田氏の議

論を無視することはできない、と言うことができる。 

以上のように、本論文は大変優れた成果を伴っているものの、課題が残されていないわけでは

ない。第 1に、本論文におけるデフレ主義の特徴づけが、標準的な捉え方を超える内容をこの立

場に帰すものとなっている可能性があること、第 2に、インフレ主義を擁護する戦略として「構成理

論アプローチ」と「本性的説明役割アプローチ」とを区別することが本論文の大きな骨格となってい

るが、この区別自体の妥当性についてはなお検討の余地が残ることが挙げられる。 

しかし、以上の点は今後の研究の進展による解決が十分に期待できるものである。審査員一同

は、本論文の成果と貢献を高く評価し、一橋大学博士（社会学）の学位を授与するのにふさわしい

業績と判定する。 

 



3 最終試験の結果の要旨 

 2022年 12月 21日、学位請求論文提出者の須田悠基氏の論文について、最終試験を実施し

た。 試験において審査委員が、提出論文「実質的真理性質の擁護」に関する疑問点について説

明を求めたのに対し、須田氏はいずれに対しても的確に応答し、充分な説明を与えた。  

 よって、審査員一同は、本論文の筆者が一橋大学学位規則第 5条第１項の規定により一橋大

学博士（社会学）の学位を受けるに値するものと判断した。 

  

  
 


